











































































































































































































































































































７．家庭や保護者 記述なし かかわりのあり方 連携の重要性
親子関係の子どもへの影響
８．自己理解 自分に足りないもの
発達に関する勉強不足
子どもは何が好きかを学ぶ必要性
子どもが好き 自分らしさが大切
自分を知る
９．グループ活動 協力の大切さ 協力の難しさ
話し合いの重要性 他人の良い面
記述なし
10．保育という仕事への
理解
保育の大切さ 保育の奥深さ
掃除の重要性
保育という仕事の楽しさ・大変さ
仕事の多さ 職場の人間関係
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?」「幼稚園実習?」の両方において、子どもをひ
とりの人間として尊重するという基本的姿勢が必
要であるという記述が見られる。その中にあって
も「幼稚園実習?」に対する記述内容には、「子ど
もを長いスパンで見る」「安全管理の重要性」など
が見られることから、「幼稚園実習?」では、「保
育者に必要な資質」と同様に、クラス担任として
のひとりひとりの子どもに対して長いスパンでの
見通しをもつ必要性や広い視野をもって子ども達
と接することへの必要性を学んでいることがわか
る。
「子ども理解」に関しては、記述数に違いはあっ
たものの、内容については大きな違いは見られな
かった。しかしながら「幼稚園実習?」に対する
記述の中に「預かり保育利用児とそうでない子ど
もの違い」などの記述があるように、「幼稚園実習
?」では、教育課程に係わる教育時間の終了後に
行う教育活動における子どもの様子からも学びを
得ていることがわかる。
「保育技術・方法・内容」に関しては、「幼稚園
実習?」においては、「援助の仕方」「言葉かけの
仕方」「集中のさせ方」など、抽象的な記述内容が
多い。「幼稚園実習?」では、それに加え「手遊び
の活用法」「ピアノ演奏への留意点」「行事の持ち
方」など、より具体的な内容が含まれている。ま
た「時間を意識した活動展開の必要性」という記
述内容も特徴的である。「幼稚園実習?」では、部
分実習や責任実習などの設定保育を任される場面
も多く、それに対応する技術や生活時間を意識し
た保育の必要性など、クラス運営をするという立
場を経験することから学ぶことが多いということ
がわかる。
「教材」に関しては、両実習ともに「心を込めて
準備する」という共通記述が見られた。それぞれ
の内容に関しては、大きな違いは見られなかった。
「指導案・日誌」に関しては、両実習ともに「書
き方を学んだ」という記述があったが、「幼稚園実
習?」においては、「指導案や日誌の重要性」に関
する記述が見られた。日々の保育を行う上で、計
画・実施・反省は不可欠であるが、「幼稚園実習?」
においては指導案作成や日誌の記述から、そのこ
とが非常に大きな意味をもつことを学ぶようであ
る。
「家庭や保護者」に関しては、前述したとおり、
「幼稚園実習?」では記述は見られなかった。「幼
稚園実習?」では、「保護者とのかかわりの在り方」
「保護者との連携の重要性」などの記述が見られた
ことから、保育を行う上では、子どもだけに視点
を合わせるのではなく、その背後にある家族の状
況を把握し、保護者と一緒に子どもの成長・発達
を援助していく姿勢が必要であることを学んでい
る。
「自己理解」に関しては、「幼稚園実習?」にお
いては、「自分に足りないものが何なのかわかっ
た」「勉強不足」などの記述内容が見られたのに対
し、「幼稚園実習?」では、「子どもが好き」「自分
を知ることができた」「自分なりの保育観を意識し
た」などの記述が見られた。「幼稚園実習?」で
は、自分の力のなさを自覚し、「幼稚園実習?」に
おいては、自分の意識がどのようなものであるか
という、より広い視点での自己理解をしている様
子が見られる。
「グループ活動」に関することは、個々の実習先
で実習する「幼稚園実習?」に関しての記述はな
い。「幼稚園実習?」においては、保育に関するこ
とだけではなく、指導計画の立案・実施などを通
してグループ活動を行ったことでの学びもあった
ということである。
最後に「保育という仕事への理解」に関しては、
両実習ともに、保育という仕事の奥深さや楽しさ、
大変さを学んだ様子が伺われる。それに加え、「幼
稚園実習?」では、幼稚園教諭の仕事が多岐にわ
たっていることや職場での人間関係など、幼稚園
教諭として働く際についてまわる現実を学ぶこと
になるようである。
５．考察
「幼稚園実習?」と「幼稚園実習?」において、
学生たちはどのような学びを得ているのかという
ことを、分類した項目に対する記述頻度の比較、
記述内容の比較から見てきた。その結果、多くの
学生が初めて子どもと本格的に接することとなる
「幼稚園実習?」では、子どもとはどのような存在
なのか、保育者としてどのような気持ちをもって
子どもに接するべきかなど、保育を行う上で基本
となる事柄を学んでいることがわかった。その学
びの上で、「幼稚園実習?」では、保育者はクラス
担任としてクラスを運営しなくてはならない存在
であること、そのために必要な技術や態度はどの
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ようなものであるかということ、また保護者との
連携や教育課程に係わる教育時間の終了後に行う
教育活動、いわゆる預かり保育に関することなど、
保育の仕事をより広く学んでいることも明らかと
なった。以上のように、「幼稚園実習?」から「幼
稚園実習?」への流れは、基本からより広い細部
の学びへと移行しているということができるので
はないだろうか。
「幼稚園実習?」の目的は「子どもと接すること
により、幼児理解を深めることを目的とし、幼稚
園での保育がどのように行われ、子ども達がどの
ような生活をしているかを、観察すること・指導
計画を立て実際に子ども達と一緒に活動してみる
ことを通して、幼児期の子どもの特徴を理解し、
それに即した保育のあり方を考える力をつけたい。
実習ではグループ活動が多くなるため、グループ
内の協力体制をつくることも重要な学びにな
る」??としている。また「幼稚園実習?」の目的
は、「幼稚園実習?をふまえ、さらに子ども理解を
深めるとともに、幼稚園の環境や１日の生活の流
れを理解し、保育者の仕事について学ぶ。観察、
指導計画の立案、指導計画の実施を通して、保育
者に必要な力が何であるかをいうことを知る。３
週間継続して同じ園で生活することによって、幼
稚園実習?では学ぶことができなかった、子ども
や園の職員との関係性の結び方や、長期的な保育
計画のあり方などを考える機会になることを期待
する」??としている。「幼稚園実習?」と「幼稚園実
習?」における学びの比較からは、両実習の目的
はある程度達成されていることがわかる。しかし
ながら、今後、保育者に求められる専門性の高さ
などを考えると、養成の段階で保育における基本
をしっかりと身につけることと、その基本を身に
つけた上で、さまざまな場面に対して応用してい
く力をつける必要性を感じる。
保育学科に入学してくる学生は、子どもが好き
で子どもに興味がある学生がほとんどであるが、
入学前に子どもと接する経験がごく少ないことも
事実である。「幼稚園実習?」で子どもと接する機
会を得、基礎を学び、その基礎をもとに「幼稚園
実習?」を履修するという構造は、そのような学
生たちにとっては有益なものである。「幼稚園実習
?」は、本学科の特徴でもある科目である。この
実習を、基礎を学ぶ場としてしっかりと位置づけ、
内容や指導法を再検討すること、そしてその基礎
をさまざまな場面に応用していく力をつけるため
の講義・演習のあり方を模索していく必要がある。
１)高橋真由美「幼稚園教育実習における学生の学
びに関する一考察 ―幼児理解に着目して―」
藤女子大学紀要（第?部） 第45号 2008
pp77-82
２)幼稚園教員の資質向上に関する調査協力者会議
「幼稚園教員の資質向上について―自ら学ぶ幼
稚園教員のために―」2002 ?-3
３)「教育職員免許法」2008 別表第一
４)文部科学省「教育職員免許法施行規則」 2008
第六条第一項
５)同上 備考九
６)履修ガイド2008 藤女子大学人間生活学部
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